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２０１８年１月４日【第１１号】 

い ～ な 

首都圏外郭放水路利活用懇談会のメンバー 

左から 石川春日部市長・ｼﾞｬｰﾏﾝ委員 

・篠原委員（座長）・二瓶委員・関山委員 

迎春 
【昨年度のトピックス】 首都圏外郭放水路利活用懇談会 
 首都圏外郭放水路は、防災に関する意識啓発や治水事業等に対する理解を深めてもらうため、一般の方を
対象とした見学会を実施していますが、今後、よりたくさんの人たちに、施設の役割を知ってもらい、また、観光
の呼び水として、地域活性化に繋がる更なる利活用ができないかを検討するため、有識者で構成された『首都
圏外郭放水路利活用懇談会』を立ち上げました。９月２６日（火）に開催された懇談会では、各有識者の方々か
ら、たくさんの意見やアイディア、提案がなされました。有識者からいただいた意見やアイディア、提案について
は、今後の首都圏外郭放水路の利活用に役立てていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★懇談会で議論された資料や議事、提言書については江戸川河川事務所のホームページで公開しています★  

                  http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00815.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県立 桜井高等学校（土木科）  
    現地見学 実施報告（2017年12月7日） 

◆工事の概要説明およびICT土工の解説 ◆MCバックホウ操作体験 

◆調圧水槽見学 ◆龍Q館（展示室） 

◆H29槙野地地区堤防整備工事現場（幸手市槙野地 地先） 

＜富山県立 桜井高等学校（土木科）生徒４０名＞ 

 ◆日時 平成２９年１２月７日(木) １４：３０～１６：３０ 

 ◆見学場所：H29槙野地地区堤防整備工事現場（幸手市槙野地） 
          ：首都圏外郭放水路 

 ◆実施主体：関東地方整備局（建政部）・江戸川河川事務所 

 ◆協力施工業者：松浦建設（株） 

江戸川河川事務所は、『“地域インフラ”サポートプラン関東2017』 の取り組みを推進しています。  

１２月７日（木） 富山県立桜井高等学校（土木科）の生徒４０名の現場見学を実施しました。 

 見学会は、 『“地域インフラ”サポートプラン関東2017』のプランで示した取組I-4「担い手確保を目指す「現場
見学会」の開催支援」の一環となります。今回は、建設業の魅力や、やり甲斐について、より積極的にアピー
ルしようと、関東地方整備局（建政部）と合同で実施しました。 

 

http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/edogawa00815.html


【実施報告】 官民協働での江戸川放水路カキ殻を回収 

～ 江戸川放水路水面等利用者協議会 ～ 
 平成２９年１２月４日（月）に、千葉県市川市の江戸川放水路において、「カキ殻回収作業」を実施しました。 

江戸川放水路では、近年、河川敷にカキ殻が大量に放置され始め、これまでも「江戸川放水路水面等利用者
協議会」(※1)が注意看板（多言語（日米中韓） ）を設置するなど、カキ殻の投棄に対して注意を促していたとこ
ろですが、今回、地元要望に応えるかたちで、“河川利用者の安全確保”を目的に、官民協働での回収作業を
初めて実施しました。 

＜実施概要＞ 

◆開催日時：平成２９年１２月４日（月） ９：３０～１１：３０ 

◆参加人数：事前登録（参加者）73名、当日参加者も多数訪れました。 

◆参 加 者 ：江戸川放水路水面等利用者協議会会員（自治会、漁協、環境団体、市川市等） 

                  近接工事請負業者（吉田組）           

◆回収量：約１５．０㌧ 

         

回収後 

千葉県市川市の江戸川放水路において「カキ殻回収
作業」を実施します。 

 この「カキ殻回収作業」は、江戸川放水路の河川敷
にカキ殻が大量に放置されたため、平成28年度に

「江戸川放水路水面等利用者協議会」＊が注意看板
を設置したところです。 

 しかし、依然として改善されない(本文資料(PDF)別
紙1)ため、同協議会の会員等が回収作業を行うもの
です。 

 なお、回収したカキ殻の運搬・処分については、同
協議会事務局である江戸川河川事務所 

と市川市が協働で行います。 

 

※1 「江戸川放水路水面等利用者協議会」とは 
江戸川放水路のより良い水辺環境の形成及び河川利用の秩序
の保持を図ることを目的として平成10年に設立されました。協議
会は地元自治会、漁業協同組合、自然保護団体等で構成され
ています （江戸川河川事務所と市川市が事務局） 
 

集められたカキ殻 

回収前 

作業状況 

 実施経緯：昨年度から報道され始めた江戸川放水路における“カキ殻の放置”問題。 
         河川管理者もこれまでゴミとして捉えてこなかったカキ殻に対し、放置行為に対する廃掃法 
         違反の判断に疑義が生じ、県警も取締の限界に苦悩するなか、既存の「水面等利用者協議 
         会」への問題提起と議論を経て、昨年秋には「殻の持ち帰り」と「足元にカキ殻あり」の注意 
         看板を多言語（日米中韓）で設置。 
         今回、地元要望に応えるかたちで、“河川利用者の安全確保”を目的に、官民協働での回収 
         作業を初めて実施。    

 回収量：14,200 ㎏（公表：約15.0t） 資機材は既存物資利用＋地域貢献の業者提供（ダンプ等） 

 報道等：12/4千葉TV NEWSチバ、12/6TV朝日モーニングバード、12/6フジTVみんなの 
      ニュース、12/6日本TV every、12/7TBSひるおび、12/日本TVスッキリ ほか  


